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一

'

北海道にこそ

本当の国立公園を

浩三俵

知

床
国

立
公

園

の
森

林

伐
採

が
大

き
な
問

題

と
な

っ
た
時

識
者

の
間

か

ら
は

「
こ
ん

な

こ
と

は
外

国

の
国
立

公
園

で
は

考

え
ら

れ
な

い
」

と
か

「
日
本

の
国
立

公
園

の
貧

し

さ
が
露

呈

し
た
」

と

い
う
意

見
が

き

か
れ

た
。
な
ぜ

だ
ろ

う

か
。
外

国

の
国
立

公
園

は
ど

う
な

っ
て

い
る
の
だ

ろ
う
。

そ
れ

に
比

べ
て
日
本

の
国

立
公

園

は
ど

こ
が
違

う

の
だ

ろ
う

。
そ

ん
な

中

で
北
海

道

の
国
立

公
園

は

ど
ん

な
可
能
性

を
秘

め

て

い
る

の
だ

ろ

う
か

。
そ
う

し
た

こ
と

に
焦
点

を

あ

て
て
考

え

て

み

た

い
。

●

国

立

公

園

思

想

は

ア

メ

リ

カ

で

生

ま

れ

た

世
界

で

は
じ
め

て

の
国

立

公
園

は
今

か
ら
百
十

数
年

前

の

ア
メ

リ
カ

で
生
ま

れ
た

。
当

時
は
西

部

開
拓
時
代

で
、

ア
メ

リ
カ

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
は
西

へ
西

へ
と
そ

そ
が
れ

た
が

、
け

わ

し

い
山

容

の

ロ

ッ
キ

ー
や

シ

エ
ラ

・
ネ

バ
ダ

に
は
、

ま
だ

人

知

れ
ぬ
秘

境
が
眠

っ
て

い
た
。

ロ
ッ
キ
ー
山
中

の
イ

エ
ロ
ー
ス

ト

ン
に
は

不
思
議

な
間
欠

泉

が
あ

る
、

と

い
う

話
が

コ
ル
タ

ー
と

い
う
猟

師

の
口

か
ら
伝

わ

っ
た
が

、
世
間

の
人

々
は

、

「
コ
ル
タ

ー
の
ホ

ラ
話
」
6と
信

用

し
な

か

っ
た
。

一
八
七
〇

年
、

ワ

ッ
シ

ュ
ボ

ー

ン
将
軍

を
隊

長
と

す

る
モ

ン
タ

ナ
準
州

の
公
式

探
検

隊

が
イ

エ
ロ
ー

ス
ト

ン
地
域

を

調

査

し

た
。

一
行

は
渓

谷

、
滝

、
温

泉
、
森

林
、

野
生
動

物

な

ど

の
自

然
美

に
目

を

み
は

っ
た
が

、

と
く

に

=
疋
時

間
ご

と

に
高

く
温
泉

を
噴

き
あ
げ

る
間
欠

泉

に
は
驚
嘆

し

た
。
火

山

の
少

い
ア
メ
リ

カ
東
部

の
人

に
は

こ
と
さ
ら
印

象
的

だ

っ
た

の

で
あ
ろ

う
。
あ

る
晩

、

キ

ャ

ン
プ

の
火
を
囲

み
な

が

ら

こ

の
自
然

美

を
語

り
あ

っ
た
隊

員

は
、

一
帯

の
土

地
分

割
払

下

げ

を

受

け
る

こ
と

に
意

見

が

ま
と
ま

り
か

か

っ
た

。
し

か
し

隊

員

の

一
人

で
法
律

家

の

ヘ
ッ
ジ

ス
は

、
「
こ

の
よ
う

な

景
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勝
地

は
個

人

に
分

割
す

る

こ
と
な

く
、
国

家

が
永
久

に
保
存

し
、

国

民

の
た

め

の
公

園

に
す

べ
き
で

あ
る
L

と
提
案

し
た

。

こ

の
ア
イ

デ
ィ

ア
に
共
鳴

し
た
隊

員

で
文
筆

家

の

ラ

ン
グ

フ
ォ
ー

ド
な

ど

は
、
国

立
公
園

実
現

の
た
め

に
、

執
筆

、
講

演

、

国
会

陳

情
な

ど
幅
広

い
活
動
を

開
始

し

、
や

が

て

一
八

七

二
年

、

イ

エ

ロ
ー

ス
ト

ン
国

立
公

園

が
誕
生

し

た

(
現
在

の
面
積

八

九

九
、

一
三

九
諺

)
。

優

れ

た
自

然
地
域

を

公
園

と
す

る
考

え
方

は
、

そ
れ

以
前

に
も

な

い
わ

け

で
は
な

か

っ
た
が
、

大
面
積

の
本
格

的

な
国

立

公
園

の
成
立

は

、
イ

エ
ロ
ー

ス
ト

ン
が

世
界

で
始

め

て

で

あ

っ
た
。

こ
れ
は
急

速

に
西
部

開
拓

が
進

む
中

で
の
、

開
発

の
行

き
過

ぎ

へ
の
反

省
を

こ
め
た
自

然
保
護

思

想

の
発
露

で

あ

る

と
同

時

に
、

ア

メ
リ
ヵ
人

の
愛
国

心

の

シ

ン
ボ

ル
で
あ

り

、

ま
た
大

陸

横
断

鉄
道

の
営
業

政
策

に
も
支

え

ら
れ

た
も

の
で
あ

っ
た
。

こ

の
新

し

い
国

立

公
園

の
考

え
方

は
た

だ
ち

に
他

の
地

域

に
波

及

し

、

二
十

世
紀

は

じ
め

ま

で
に
、

ヨ
セ
ミ

テ
、

セ

コ

イ

ア
、

ジ

ェ
ネ

ラ

ル
グ

ラ

ン
ド

(
現

キ

ン
グ

ス
キ

ャ

ニ
オ
ン
)

レ

ニ
ア
山

、

ク
レ

ー
タ

ー
湖

、

グ
レ
イ

シ

ャ
ー
な

ど
、
西
部

山
岳

地
方

に
大
型

の
国

立
公

園

が
相

つ
い
で
設
定

さ
れ

た
。

一
九

】
六
年

に
は
内
務

省

に
国
立

公
園

局

が
設
立

さ
れ
、
国

立

公
園

の
基
本

理

念

が
示

さ
れ
た

。

そ
れ

は
、

①

国

立

公
園

は
将

来

の
世
代

お

よ
び
現
代

人

の
利
用

の

た
め

に
、

絶

対

に
損

わ
れ

る

こ
と
な
く
保

存

さ

れ
な

け
れ
ば

な

ら

な

い
。

②

国

立

公
園

は
国

民

の
利

用

、
観
察

、

健
康

お

よ
び
楽

し
み

の
た

め

に
用
意

さ
れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

③

国
立

公
園
内

の
公
共
施

設

ま
た

は
私
営

企

業

の
利

用

に
関

し

て
は

、
国

民

の
意

志

に
よ

り
決
定

さ
れ

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
、

と

い
う

も

の
で
あ

る
。

こ

の
三
原

則

の
中

で
自

然
保

護

と
そ

の
他

の
利

用
を

ど

う

バ

ラ

ン

ス
さ

せ
る

か
は

、
時
代

の
流

れ

に
よ

っ
て
多
少

の
違

い
も

あ
り

、
試
行
錯

誤
も

あ

っ
た
が
、
し
だ

い
に
自

然
保
護

優

先
が

固
ま

っ
て
き
た

。
例

え
ば
イ

エ
ロ
ー

ス
ト

ン
の

"
ク

マ

の
餌

づ

け
シ

ョ
ウ
"
、

ヨ
セ

ミ

テ
渓

谷

の

"
花

火

の
滝

"
な

ど

の

ア
ト
ラ

ク
シ

ョ
ン
や

、
セ

コ
イ

ア

の
大

木

の
幹

に
ト

ン

ネ

ル
を
開

け
た

も

の
が
人
気

を
博

し
た

こ
と
も

あ

っ
た
。

ま

た
イ

エ
ロ
ー

ス
ト

ン
で
は

心
臓
部

に
あ

た

る
景
勝

地

に

ロ
ッ

ジ
を
建

て
た

こ
と
も

あ

っ
た
。

し
か

し

こ
れ
ら

は

い
ず

れ
も

自

然
保

護
優

位

の
方
向

に
反

省

さ
れ
、

現
在

で
は
中
止

さ
れ

た
り
撤

去

さ
れ

た
り

し

て

い
る
。

ヨ
セ

ミ
テ

の

ヘ

ッ
チ

・
ヘ

ッ
チ
イ

と

い
う
渓

谷

で
は

七
十
年

も
前

に
ダ

ム
が
造

ら
れ

た

が
、
自

然
保

護
を

求

め

る
世
論
も

強

く
、

そ
れ

以
降

は
国
立

公

園
内

に
ダ

ム
が
計

画

さ
れ
る

こ
と

は
ほ

と
ん

ど
な

く
な

っ

た
。ア
メ

リ
カ

の
国

立

公
園

に
は

一
目

で
そ

れ

と
分

る
レ

ン
ジ

ャ

ー
が
実

に
た

く

さ
ん
働

い
て
お
り

、
利

用
者

に
自

然
観
察

の
指
導

を

し
た

り
、

野
生

動
物

の
調
査

を

し

た
り
、

目

に
見

え
な

い
よ

う
な
自

然
保

護

の
裏
方

さ

ん

の
業

務

に
携

わ

っ
た

り

し

て

い
る

。
国
立

公
園

は

け

っ
し

て
歓

楽
地

で

は
な
く

、

「
自

然

の
聖

地

」

で
あ

る

と

い
う
認

識

が

、
政
府

に
も
利

用

者

に
も
定

着

し

て

い
る

の
で
あ

る

。

現
在

の
ア

メ
リ
カ

の
国
立

公
園

体
系

に
は
、
国
立

公
園

の

ほ
か

、
国
家

保
存

物

、
国
設

自
然

保
護

区

、
国
設
海
岸

地
域

、

国

設
湖

畔
地

域

、
国
設
史

蹟

公
園

、
国

設

レ
ク

リ

エ
ー

シ

ョ

ン
地
域

、
国

設
首

都
公

園
な

ど
、

さ

ま
ざ

ま
な
自
然
保

護

地

域

や
公

園
が

含

ま
れ

て

い
る
。

こ
れ

ら

に
含

ま
れ

る
土
地

は

そ

の
目

的

に
専

用

さ
れ
る
国

有
地

か
ら
な

る

こ
と
が
原
則

と

な

っ
て

い
る
。

●
イ

エ
ロ
ー

ス
ト

ン

の
子

供

た
ち

ア
メ

リ
カ

で
誕
生

し
た
国

立
公

園

の
思
想

は
世

界
各
国

に

も
大

き
な
影

響

を
与

え
た

。

ア
メ

リ
カ

の
隣

国

カ
ナ
ダ

で
は

ヵ

ナ
ダ
太
平

洋

鉄
道

の
工
事

に
と
も

な

っ
て
発
見

さ
れ

た
温

泉

地

を

一
八
八

五
年

に
自

然
保
護

地

区

に
設

定

、
そ

の
温

泉

を
中

心

と
し

て

一
八
八
七
年

に

ロ

ッ
キ

i
山
国
立

公
園

(
現

バ

ン

フ
国

立
公

園

、
六
六

四
、

〇
七

六
鈴

)
が
誕

生
し

た
。

カ

ナ
ダ

で
は
十

九
世

紀

の
う
ち

に
、

グ

レ
イ

シ
ャ
ー
、

ヨ
ー

ホ

ー
、

ウ

ォ
ー
タ

ー
ト

ン
湖

の
国
立

公
園
設

定

が
相

つ
い
だ

。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は
世

界
最
多

の
二
三

七

の
国

立
公
園

を

も

つ
国

で
あ

る
が

、
そ

の
第

一
号

は
イ

エ
ロ
ー
ス
ト

ン
国

立

公
園

に
遅

れ

る

こ
と
わ
ず

か
七
年

の

↓
八

七
九
年

に
設
定

さ

れ

た

ロ
イ

ヤ

ル
国
立

公
園

(
一
丘
、

〇

一
四
鈴

)
で
あ

る
。

ま

た

ニ

ュ
ー
ジ

ー

ラ

ン
ド

で
も
国

立

公
園

の
制
度

が
早

く
で

き

、

一
八

九
四

年

に
は
特
異

な

火
山

地
形

で
知

ら
れ

る
ト

ン

ガ

リ

ロ
国

立
公

園

(
七
六

、
五

〇
〇

鈴

)
が
誕

生
し

て

い
る
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
諸
国

は

ア

メ
リ
カ

の

"
新

大
陸

"

に
比

べ
れ

ば
古

く

か
ら

開
発

さ
れ

、
残

さ
れ

た
原
始

的
自
然

は
わ
ず

か

で

あ
る

が
、
産

業
革

命
以
降

は
急

速

に
自

然
が
変

貌

し
、
貴

重

な
自
然

や
歴

史

的
風
土

が
失

わ

れ

つ
つ
あ

っ
た

の
で
、
十

九
世

紀

に
は

ド
イ

ツ
や

イ
ギ

リ

ス
を

中

心
と

し
て
、
天

然
記
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念
物

保

存
、
鳥

類

保
護

、

ナ

シ

ョ
ナ

ル
ト

ラ
ス
ト

、
郷

土
風

景

保
存

な

ど

の
思

想

が
台
頭

し
て

い
た
。

そ
う

し

た
中

で
国

立

公
園

思
想

が

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

へ
伝

来

し
た

が
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
は

ア
メ
リ
カ

の
よ

う
な
大

型

の
国
立

公
園

は
設
定

で
き
な

い
の

で
、

そ
れ

ほ
ど
大

面
積

で
は
な

い
自
然

保

護

に
徹

し
た

国
立

公

園

や
自
然

保
護

地

区
が

、

二
十

世
紀

に
入

っ
て

い
く

つ
か
実

現

し
た

。

そ

の
典
型

的

な
例

が

ス
イ

ス
の

ス
イ

ス
国

立

公
園

(
一
六
、

八

八
七

鈴

)
で
あ

る
。

一
九

一
四

年

に
設
定

さ
れ

た

こ
の
国

立
公

園

は

ス
イ

ス
東

部

の

エ
ン
ガ

デ
ィ

ン
ア

ル
プ

ス

の

一
部

で
、

昔

は
森
林

伐
採

が

行

わ
れ

た

こ
と
も
あ

る

が
、
国

立

公

園

設
定

後

は
厳

正

に
自

然
が
保

護

さ

れ
、
森

林

が
回
復

し
て

い
る
。
高

山
帯

に
は

一
度

は
失

わ

れ

た

ア
イ

ベ

ッ
ク

ス

(
ヤ

ギ

)
な

ど

の
野

生

動
物

も
豊
富

で
あ

る
。

こ
こ
は
観
光

的

利

用

よ
り

は
学
術

研

究
地

の
性
格

が
強

い
。

西

ド
イ

ツ
の
著
名

な

自
然
保

護

地
域

リ

ュ
ー
ネ
ブ

ル

ク

ハ

イ

デ

(
一
九

、
七

四
〇

紛

)
は
、

国
立

公
園

で
は
な

い
が
自

然
保

護

と
野
外

レ
ク

リ

エ
ー
シ

ョ
ン
に
利

用

さ
れ

て

い
る
。

ハ
ン
ブ

ル
グ
南

方

の

こ

の
地
域

は

ハ
イ

デ

(
ピ
ー

ス
、
小
低

木

の

ツ

ツ
ジ
類

)
の
茂

る
湿

地

で
、
昔

の
農

民

に
と

っ
て
は

無
価
値

だ

っ
た
が
、
技

術

の
進
歩

と

と
も

に
開

拓

が
可
能

と
な

っ
た
。

し
か

し
同
時

に
自

然
を

求

め

る
国

民

の
声

も
大

き

く

な

り
、

.
九

一
〇

年

に
保

護
地

域

と
な

り
開
拓

や
植
林

が
禁

止

さ
れ

た
。
特

異

な

ハ
イ

デ
の
植
生

を
維
持

す

る
た

め

に
羊

が

放
牧

さ
れ

て

お
り
、

こ
の
地

域

の

レ
ク
リ

エ
ー

シ

ョ
ン
は

徒
歩

が

原
則

と
な

っ
て

い
る
。

国
立

公
園

の
制
度

は
ド

イ

ツ

で
は
新

し
く

、

一
九
六

九
年

か
ら

バ
バ

リ

ァ
の
森

(
一
三
、

一
〇
〇

鈴

)
な
ど

が
設
定

さ
れ

て

い
る
。

イ
ギ

リ

ス
に

は
ほ

と
ん
ど
原

始
的

な
自

然
が
残

さ
れ

て

い

な

い
の
で
、

一
九

五

一
年

に
指

定

さ
れ
た

レ

ー
ク
デ

ィ

ス
ト

リ
ク
ト
国

立

公
園

(
二
二
四
、

二
八

五
鈴

)
ダ

ー
ト

ム
ー

ア

国
立

公
園

(
九

一
、
三
〇

〇
鈴

)
な

ど
は
自

然

と
人
間

の
調

和

し
た

田
園

的
風

景

の
維

持

に
主
眼

が

お
か
れ

て

い
る
。

イ

ェ

ロ

ー

ス

ト

ー

ン
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ア
フ
リ

カ

の
国

立

公
園

は
豊
富

な

野
生
動

物

の
動

物
保
護

区

的

な
性
格

が
強

い
。

ア

フ
リ
カ
第

一
号

の
国
立

公

園

は
南

ア

フ
リ
カ

の

ク
ル
ー

ガ
ー

で
、

一
八

九
七
年

に
動

物

保
護

区
、

一
九

二
五
年

に
国

立
公

園

(
一
、
九

四
八

、
五

二
八

鈴

)
と

な

っ
た

。

ア

フ
リ
カ

の
大
部

分

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
諸

国

の
植

民

地

だ

っ
た

の
で
、
当

時

は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
宗

主
国

が
自

国

で

は
実

現

で
き

な

い
国

立

公
園

の
夢

を

ア

フ
リ
カ

で
実

現
し

よ

う

と
し

た
。

ア
フ
リ

カ
諸

国

が
独

立
国

と
な

っ
て
か

ら
も
自

国

の
努

力

に
よ
り

、
あ

る

い
は
先

進
国

の
援
助

に
よ

っ
て
国

立

公
園

の
設
定

、
充

実

が
相

つ

い
で

い
る
が

、
動
物

の
密
猟

、

現
住
民

の
生
活

権
な

ど

と

の
調

整

で
、
悩

み
も

多

い
よ
う

で

あ

る
。
第

二
次
大

戦
後

は

世
界

各
国

と

も
国
立

公
園

が
急

増

し
、

現
在

の
世
界

で
は

一
〇

〇

ヵ
国

以
上

の
国

に

一
、
○

○
○

ヵ

所

以
上

の
国

立
公

園

が
実

現

し
て

い
る
。

そ
し

て
そ

れ

ら
は

"イ

エ

ロ
ー

ス

ト

ン
の
子

供

た

ち

"
と

呼
ば

れ

る

こ
と
も

あ

る
。
●
国
際
的
な
国
立
公
園
の
考
え
方

こ
の
よ

う

に
多

く

の
国

が

国
立

公
園

を
持

つ
と
、
国

情

の

違

い
に
よ

っ
て
国
立

公
園

の
実

態

に
も
自

ら
差

異

が
生

じ

て

く

る
。

し

か

し
実

態

の
違

う

も

の
が
そ

れ
ぞ

れ

で
国

立

公
園

の
名
称

を

つ
け
る
の
は
好

ま

し
く
な

い
の
で
、
国

連

の
機

関

で

あ

る
国

際
自

然
保

護
連

合

(
H⊂
O
Z
)
で
は
Z
p
ま

=
巴

℃
p
鱒

の
定

義
を

一
九

六
九
年

に
定

め

た
。

現

在

、
国

際
自

然
保

護
連

合

で

は
国
立

公
園

に
類

す

る
自

然

保
護

地

区

を
次

の
五

つ
の

カ
テ
ゴ

リ
ー

に
分
類

し

て

い
る

。

VIV㎜HT

学
術
的
保
護
地
域

国
立
公
園

天
然
記
念
物

・
自
然
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

自
然
保
全
地
域

景
観
保
護
地
域

こ
の
う

ち
n

の
国

立
公

園

の
定
義

は
次

の
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

国

立
公
園

は
比
較

的
大

面
積

の
地
域

で
、

①

い
く

つ
か

の
生
態

系

が
人
間

の
開

発

(
Φ×
豆
。
冨

亭

・
二
)

や
居
住

(・
。
。
ξ
p
ま

三

に
よ

っ
て
実
質

的

に
改
変

さ
れ

ず

、
動

植
物

の
種

、

生
息

地
、

地
形

が
、

と

く

に
科

学
的

、

教

育
的

、

レ

ク
リ

エ
ー

シ

ョ
ン
的
興
味

が

あ

る
か

、
優

れ
た

自

然
景

観
を
含

ん
で

い
る

こ
と
。

②

国

の
最
高

政
府

が

、
そ

の
全
域

で
の
開

発

お
よ
び

居

住
を

で
き

る
だ

け
速

や
か

に
防
止

す

る
か
排

除

す

る
手
段

を

と

っ
て
お
り

、
国

立
公

園
設

定

の
要
因

と

な

っ
た
生
態

的

、

地
形

的

、
美
的

事
象

の
保
護

に
効

果
的
考

慮

が
払

わ

れ

て

い

る

こ
と

。

③

人

々
が
風
景

に
接

し

て
感

動

(
凶=
。。
葺

p
ま

琶

)
し
た

り
、

教
育

的
、

文
化

的

、

レ

ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
的
な

目
的

の

た

め
に

、
入
園

が
認

め

ら

れ
る

こ
と
。

な

お
国

際
自

然
保

護
連

合

で

は
、

こ

の
定

義

に
当

て
は
ま

ら
な

い
地
域

、

例

え
ば

、
人

が
定

住

し
開
発

が

認

め
ら

れ
る

地

域

や
、

観
光

レ

ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
が

自
然

保
護

よ
り
優

先

さ
れ

る
地
域

は

Z
象
δ
コ
巴

℃
ρ
罫

と

し

て

設

定

す

べ
き
で
は

な

い
し
、

も

し
そ

の
よ

う
な
地
域

が
国

立
公

園

に
な

っ
て

い

る

な
ら
、

別

の
名

称

に
変

更
す

べ
き
で
あ

る
、

と
も
決
議

し

て

い
る
。

こ

の
よ
う
な

地
域

は

、
例

え
ば

カ
テ
ゴ

リ

ー
V

の
景

観
保

護

地
域

に
該

当

す

る

で
あ

ろ
う

。
景

観
保
護

地
域

(
℃
門
9
曾

0
8
仙

ピ
p
同益
ω
o
昌

①
o
弓

ω
Φ
p
。。
o
碧
Φ
)
は
自
然

に
対

す

る
人
間

の
働

き

か
け

の
結
果

と

し

て
生

じ
た

、
半
自

然

な

い
し
文

化

的
景

観
や

、
原
始

的

な
自

然
地
域

で
あ

っ
て
も
自

然
保
護

よ

り
観

光

レ

ク
リ

エ
ー

シ

ョ
ン
利

用
な

ど

に
重

点

が
お

か
れ
た

地
域

を

、
国
家

的

に
保
護

し

て

い
る
と

こ
ろ

で
あ
る
。

国

際
自

然
保

護
連

合

で
は
、

こ
の
よ
う

な
観
点

か

ら
世
界

各
国

の
国

立
公

園

や
自
然

保
護

地
域

を
リ

ス
ト

ア

ッ
プ

し

て

い
る
が

、
そ

の
最
新

の
資

料

(
一
¢
。c
㎝
⊂
旨

①匙

Z
p
ま

房

レ
一の
辞

O
h
Z
p
ま

=
巴

℃
p
『
訂

讐
傷

℃
胃
0
8
0
8
ら

〉
奉
霧

)
を
も

と

に

主
要

国

の
国
立

公
園

な

ど

の
概

要
を

ま
と

め
た

の
が
表

1
で

あ

る
。

こ

の
表

を

見
な

が
ら

、
日
本

の
国
立

公
園

の
こ
と
を

考

え

て
み
よ
う

。

●
日
本

の
国
立

公
園
は
「
地
域
制
」
か
ら

な
る

一
九
三

四

(
昭
和

九

)
年

に
第

一
号
が
誕

生

し
た

日
本

の

国
立

公
園

は
、

ア
メ
リ

ヵ

の
国

立
公
園

を

理
想
像

と

し
な
が

ら

も
、
国

土
が

狭

く
歴
史

も
古

く
人

口
も
多

い
実
情

の
中

で

「
地
域

制

」

公
園

を

生

み

だ
し

た
。

ア
メ

リ
カ

の
国

立
公

園

の
よ
う

に
、
公

園
区

域
内

の
土

地
が

す

べ
て
公
園

目
的

の
た

め

の
国
有

地

か
ら

な

っ
て

い
る
も

の
を

「営

造
物
」

公
園

と

い
う
。

そ
れ

に
対

し

て
公

園
区
域

内

に
私
有

地

や
他

の
目
的

に
使

わ

れ
る
国

・
公

有
地

を
含

み
、

国
立
公

園
内

の
土

地
利

用

も
、
林

業

、
農
業

、
鉱

業
な

ど
が

行
わ

れ
る

も

の
を

「
地

域

制
」
公

園

と

い
う
。

ち
な

み

に
日
本

の
都
市

公
園

は
営

造
物

制
度
を

基
本

と
し
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表1 世界主要国の国立公園と自然保護地域の概要

(撒 牌 譜t鑑 謡ed舳a、 から作成)

1 1【 皿 IV V
1～V合 計

自 国 で の
NationalPark

大 学 国 天 自 見 呼称
示

術 然 妖 観 地 面 国 園 第
陸

名

国 名 的
保
護
地

立

公

保
護
地

傑
全
地

保
護
地

域

数 積

立
公
園
数

設;;

定 国立

備 考

域 園 域 域 域 (箇所) (千肱) (箇所) 年 公

南
ア メ リ カ 3 48 33 134 33 251 64,946 45※ 1872

1872イ エ ロー ス トンNP
※1983政 府 資 料 で は48

北 カ ナ ダ 1 74 1 2 一 78 22,947 28 1885 1885バ ンフNP

ア

メ
メ キ シ コ 9 19 一 1 一 29 938 16 1935

リ

カ

ブ ラ ジ ル 25 25 一 『 『
50 11,894 24 1937

チ リ 一 33 1 30 『
64 12,737 31 1926 1926ビ セン トペ レッロザ レスNP

ノ ル ウ エ イ 25 17 『
4 15 61 4,717 17 1963

ヨ

ス エ ー デ ン 一 12 一 46 9 67 1,463 11 1909 1909ア ビス コNP他

ブ イ ン ラ ン ド 15 18 一 『 一 33 803 18 1938

1
イ ギ リ ス 1 一 一 41 15 57 1,552 10 1951 1951レ ー クデス トリク トNP他

フ ラ ン ス 4 6 一 19 8 37 1,655 6 1963

口

西 ド イ ツ 一 2 『 16 27 45 531 2 1969 (1910リ ュ ー ネ ブ ル グハ イ デ保 護 区)
1969バ イ エ リ ツ シ ャー ワ ル トNP

ス イ ス 一 1 『 16 2 19 121 1 1914 1914ス イスNP

一

ツ

オ フ ン ダ 14 10 一
23 3 50 164 5 1930

イ タ リ ー
一 3 一 18 13 34 516 5 1922 1922グ ランパ ラデインNP

パ
ス ペ イ ン 『 11 一 25 20 56 1,700 10 1918

ポ ー ラ ン ド 『 8 『 1 6 15 113 14 1947 1947ビ アロワイザNP

ソ 連 117 5 一 『 『 122 14,497 5 1971

ア

ケ ニ ア 『 23 一 5 一 28 3,105 14 1946 1946ナ イロ ビNP

フ タ ン ザ ニ ア
『 10 『 5 一 15 10,602 10 1951 1951(1929)セ レゲ ンテイNP

リ

カ

ザ ン ビ ア 一 19 一 『 一 19 6,664 19 1938

南 ア フ リ カ 1 11 一 133 4 149 5,689 13 1926 1926(1898)ク ルー ガ ーNP

オ
セ
ア

ニュ ージー ラン ド 36 10 5 96 『 147 2,787 11 1894 1894ト ンガリロNP

手 オース トラ リア 56 248 一 237 40 581 35,414 237 1879 1879ロ イヤルNP

中 国 39 一 『 20 3 62 2,274 一 一

ア

韓 国 一 『 一 一 14 14 476 11※ 1967 1967智 異 山NP※11ヵ所の他 に国立海中公園3

ジ イ ン ド 一 40 『 199 一 239 11,149 44 1936

ア

ブ イ リ ッ ピ ン 一 9 5 4 8 26 391 20 1933

日 本 7 5 一 16 22 50 2,196 27※ 1934
※釧路湿原NP(1987)を 含 まず

世界170ヵ国総計 526 1,050 70 1,488 380 3,514 423,774
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て

い
る

の
で

都
市

公
園

の
中

の
木
が

林
業

用

に
伐

採

さ
れ
る

こ
と
は
あ

り

得

な

い
。
し

か
し
自
然

公
園

内

で

は
土
地

所
有

者
な

ど

の
意

向

に
よ

り
、
林
業

や
農

業

や
観

光
開

発
が

行
わ

れ

る

こ
と
が

あ

る

の
で
あ

る
。

そ

の
開
発

行
為

を

自
然
保
護

の
観
点

か

ら
規

制
す

る
た

め

国
立

公
園

内

は

、
①

原
則

と
し

て

一
切

の
開
発

を
認

め
な

い

特

別
保
護

地

区

、
②

風
致

維
持

に
支
障

が

な

け
れ
ば

、
あ

る

程
度

の
開
発

が
許

可
さ

れ
る

こ
と

の
あ

る
特

別

地
域

(
第

一

種

～
第

三
種

に
区

分

)
、
③

通

常

の
産

業

行

為

は

認

め
ら

れ

る
普

通

地
域

、

に
地
種

区
分

さ
れ

て

い
る
。

日
本

の
国
立

公

園

全
体

(
釧

路
湿
原

を
除

く

)
で

は
特

別
保
護

地

区

一
二
%

、

特

別
地

域

五

八
%

、
並
日
通
地
域

三
〇

%

、
国

有
地

(大

部
分

が

林

野
庁

国
有

林

)
六

二
%

、
公
有

地

一
四
%

、
私
有

地

二

四

%

と

い
う

面
積

割
合

に
な

っ
て

い
る
。

と

こ
ろ

で
表

1
を
注

意

ぶ
か
く

見

て
み

よ
う

。

一
九
八

五

年

現

在

、
日

本

に
は

二
七

ヵ
所

の

「
国

立

公
園

」
が

あ

っ
た

が
、

国
際

自

然
保

護

連
合

が
国
立

公
園

と
し

て
認

め

て

い
る

の
は
わ
ず

か
五

ヵ
所

な

の
で
あ

る
。

そ

の
他

の
国
立

公
園

は

先

に
記

し

た
国

際
的

な
国

立
公
園

の
定

義

で

い
う

「
国

の
最

高
政

府

が

、
そ

の
全

域

で
の
開
発

お
よ
び

居
住

を

で

き
る
だ

け
速

や

か

に
防

止

す
る

か
排
除

す

る
手
段

」

を

と

っ
て

い
る

と

は
認

め

ら

れ
な

い
の
で
、
V

の
景

観
保

護

地
区

に
位

置
づ

け

ら
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

な
お

、
1
学

術

保
護

地
区

七

ヵ

所

は
十

勝

川
源

流

な
ど

の
原
生

自
然

環
境

保

全

地
域

、
W
自

然
保

全

地
域

十

六

ヵ
所

は
北

ア

ル
プ

ス
な

ど

の
鳥

獣
保

護
区

で
あ

る
。

そ

れ

で
は

国
際

自
然

保
護

連
合

が
認

め

た

日
本

の
五

ヵ
所

の
国
立

公

園

と

は
、

ど

こ
で
あ

ろ
う
。

そ

れ

は
西
表

、
陸

中

海

岸

、
足

摺

宇
和

海

、
山
陰

海
岸

、

小
笠

原

で
あ

る
。
北

海

道

の
知
床

も

、
大

雪

山
も

、
阿
寒

も

、
利

尻
礼

文

サ

ロ
ベ

ツ

も
、

支
笏

洞

爺

も

、
国
際

的

に
は
国

立
公

園

と

は
認
定

さ
れ

て

い
な

い
の

で
あ

る
。

図

1

日
本
の
各
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区

面
積
と
特
別
保
護
地
区
率

①
足
摺
宇
和
海

②
山
陰
海
岸

③
大
山
隠
岐

④
陸
中
海

岸

⑤
雲
仙
天
草

⑥
伊
勢
志
摩

⑦
吉
野
熊
野

⑧
西
海

⑨
瀬
戸
内
海

⑩
阿
蘇

⑪
支
笏
洞
爺

⑫
富
士
箱
根
伊
豆

秩
父
多
摩
、
西
表
は
特
別
保
護
地
区
未
指
定

一 一 一r'
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⑨ ⑪ 特別保護地区面積 (万勿)
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そ

う

い
う
視
点

か

ら
表

1
を

も
う

一
度
、

見

て
ほ
し

い
。

H

国

立
公

園

の
欄

に
記

さ

れ
た
数

字

が
、
国

際
自

然
保
護
連

合

に
認

め
ら

れ
た
国
立

公
園

数

で
あ

り
、
表

の
右

欄

に
記

さ

れ

た
数
字

が
自

国

で
国

立

公
園

の
名

称
を
使

用
す

る
公
園

数

で

あ

る
。

こ
の
二

つ
の
数

字

の
間

に
大

き
な
差
異

の
な

い
国

(例

え

ば

ア
メ
リ

カ
、

ブ

ラ

ジ

ル
、

ノ
ル
ウ

エ
イ

、

フ
ラ

ン

ス
、
西

ド

イ

ツ
、

タ

ン
ザ

ニ
ア
、

ザ

ン
ビ

ア
、

ニ

ュ
ー
ジ

ー

ラ

ン
ド
な

ど
大
部

分

の
国

)
で

は
自
国

で
国
立

公
園

と
称

し

て

い
る
も

の
が

、
国

際
自

然

保
護

連
合

の
定
義

と

ほ
と
ん

ど

一
致

す

る
実
態
を

そ
な

え

て

い
る

の
で
あ

る
。
差
異

が
あ

っ

て
も

、
自

国

の
国
立
公

園
数

よ
り
H

欄

の
数

字

の
方
が
大

き

い
国

(
例
え
ば

カ
ナ

ダ
、

オ

ラ

ン
ダ
、

ケ

ニ
ア
な
ど

)
は
、

国
立

公
園

以
外

に
も
実

質

的

に
は
国

立
公

園

に
相

当
す

る
地

域

を
保

有

し
て

い
る
国

で
あ

る
。

そ

れ

に
対

し

て
日
本

(
お

よ
び

イ

ギ
リ

ス
、
韓
国

)
で

は

残

念

な
が

ら
自
国
内

だ

け

に
し

か
通

用
し
な

い
国
立

公
園
を

抱

え

て

い
る

こ
と

に
な

る
。

●
北
海
道
の
国
立
公
園
の
可
能
性

今

ま

で
記

し
て
き

た

こ
と

か
ら
明

ら

か
な
よ
う

に
、
国

際

的

に
通

用
す

る
国
立
公

園

は
、

開
発

や
居
住

を
否

定
す

る
も

の
で
あ

る

か
ら
、
日
本

の
国
立

公
園

に
当

て
は

め
れ
ば

「
特

別
保

護

地
区
」

が

こ
れ

に
相
当

す

る

と

い
え

る
。
国
際

自
然

保
護

連
合

が

日
本

に
五

ヵ
所

の
国

立
公
園

を
認
定

し

た
具
体

的

な
根

拠

は
不
明

で
あ

る
が

、

こ

の
五

ヵ
所

の
国
立
公

園

は

ど

の
程
度

の
特
別
保

護
地

区

を
も

っ
て

い
る
だ

ろ
う

か
。

図

1

は
日
本

の
各
国
立

公

園

の
特

別
保
護

地
区
面
積

と
、

公

園

面
積

に
対

す
る
特

別
保

護

地
区

率
を
現

わ
し

た
も

の
で

あ

る
。

こ

の
図

か
ら
分

る

よ
う

に
、

日
本

の
国
立

公
園

は
、

二
〇

%

以
上

か

二
万
鈴

以

上

の
特

別

保
護

地
区
を

も

つ
A
グ

ル
ー
プ

(
知
床

、
中
部

山
岳

、
白

山
、
大
雪

山
な

ど

)、
約

一

万
珍

以

上

で

一
〇
%

前
後

の
特

別

保
護

地
区
を

も

つ
B
グ

ル
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ー
プ

(
十

和
田

八
幡

平

、
阿
寒

、
磐

梯
朝

日
な

ど

)
、
そ

し

て

約

三

千
鈴

以
下

で

一
〇
%

以
下

の
特

別
保

護
地

区

し
か

持

た

な

い
C

グ

ル
ー
プ

(
足
摺

宇
和

海

、
富
士

箱
根

伊
豆

、
支

笏

洞

爺

な

ど
)

に
三
大

別

で
き

る
。

国

際
自

然
保
護

連
合

に
認
定

さ
れ

た

日
本

の
国
立

公
園

は

皮

肉

な

こ
と

に
小
笠

原
を
除

け
ば
、

足
摺

宇
和
海

も

、
山

陰

海

岸

も

、
陸

中
海

岸

も

C
グ

ル
ー
プ

で
あ

り
、

西
表

は
特

別

保

護

地
区

が
未
指

定

で
あ

る
。
本

当

の
意

味

で
国
際

的

な
国

立

公
園

と
な
り
得

る
資

質

を
も

っ
て

い
る

の
は
C

グ

ル
ー
プ

で
は
な

く
当

然

の

こ
と
と

し

て
A
グ

ル

ー
プ

、
次

い
で

B
グ

ル

ー
プ

で
あ

る
。

A
グ

ル
ー

プ

に
は
知
床

、
大

雪

山
、
利

尻
礼

文

サ

ロ
ベ

ツ
、

釧

路
湿

原

が
、

B
グ

ル

ー
プ

に
は
阿
寒

が

あ

っ
て

日
本

の
国
立

公
園

の
中

に
占

め

る
北
海

道

の
国
立

公

園

の
重
要

性
が

浮
上

し

て
く

る
。

と

く

に
知
床

国

立
公

園

は
特

別
保
護

地

区
が

日

本

で
最

高

の
五
〇

%
を

越

え
、

公
園

面
積

の
九

三

%

が
国

有
林

で
あ

る

。
残

る
民
有

地

の

一
部

で
は

知
床

百

平
方

層
運

動

も
進
行

し

て

い
る
。
定

住
者

も

ほ

と
ん

ど

い
な

い
。
国
立

公
園

の

「
全
域

で
の

開
発

お
よ
び

居
住

を

で
き

る
だ

け
速

や

か
に
防
止

す

る

か
排
除

す

る
手
段
」

は

「
国

の
最

高
政

府
」

が

そ

の
気

に
さ
え

な
れ

ば
実

現

で
き

る

こ
と
で
あ

る
o

左
雪

七
封

立

公
圏

も
妃

ヒ
坊

が
封

有
木

で
ち

二
、
第
三

の
知

床
森

林

問
題

が
再

発
す

る

で
あ

ろ
う

。

以
上

に
見

て
き

た

と
お
り

、

日
本

の
国
立

公
園

は

現
状

で

は

「本

当

の
国

立

公
園
」

で
は
な

い
。

日
本

は
世

界
有

数

の

経
済

大
国

で
あ

る

が
、
世

界
有

数

の
自
然

保
護

小

国
な

の
で

あ

る

(
表

1

で
は

日
本

の
自
然

保
護

地
域

面
積

が

二

一
九

万

鈴

と
な

っ
て

い
る

が
、

こ
の
中

に
は
国
立

公
園

の
普

通

地
域

も
含

ま
れ

、
特

別
保

護
地

区

は

二
五
万
鈴

に
す
ぎ

な

い
)
。

日
本

的
な

地
域

制

の
国
立

公
園

制
度

は

そ
れ

な
り

に
優

れ

た

大

雪
山

国
立

公
園

の
指

定

の
原
点

は
、

開
拓

が
進

む
中

で
国

有

地
を

民
間

に
分
割
払

下
げ

す

る

こ
と
に
反
対

し

た

こ
と
で

あ

り

(
拙
著

『北

海
道

の
自

然
保
護

1
そ

の
歴

史

と
思
想

』

参

照

)
、

そ

れ
は

イ

エ
ロ

ー

ス
ト

ン
国

立

公
園

の
誕
生

に
共

通

す

る
思
想

で
あ

っ
た
。
国

土

が
狭

く
歴
史

も

古

く
人

口
も

多

い
と

い
う

国
情

は

、
本
州

方
面

の
特
性

で
あ

り

、
明
治

以

降

に
本

格
的

な
開

拓

の
始

ま

っ
た
北

海
道

は
む

し

ろ
北

ア

メ

リ

カ

と
歴

史

地
理

的

な
類
似

性

が
高

い
の
で
あ

る

。
北
海
道

る
。

こ
れ
ら

の
地
域

を
本

当

の
国

立
公

園

と
す

る
た

め

に
は

林

野

庁
所

管

の
国
有

林

が
、

現
行

の

よ
う

な
会

計

制
度

に
立

脚

し

て

い
る

こ
と
を

改
善

す

る
必

要

が
あ

る
。

い
ま

日
本

の

国

有
林

は
経
営

改
革

が
大

き

な
課

題

と
な

っ
て

い
る
。

せ
め

て
日
本

の
国
立

公
園

の
A
お

よ
び

B

グ

ル
ー
プ
内

の
国

有
林

は
、
特

別
会

計

制
度

の
枠

を

は
ず

し

一
般

会

計

で
管

理

し

、

「林

業

」

的

経
営

か
ら

「
森

林

」

と

「
自

然
」

を

重

視

し

た

経

営

に
転
換

す

べ
き
で
あ

る
。

こ
の
ま

ま
推
移

す

れ
ば

、
第

点

が
あ

り
、

そ

れ
を
否

定

す

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
日
本

に

も
実
質

的
な

営
造

物

の
国

立
公

園
を

実
現

す

る
ビ

ジ

ョ
ン
を

持

ち
た

い
も

の
で
あ

る
。

そ

の
場
合

、
北

海
道

の
国

立

公
園

は
き

わ
め

て
高

く
位

置
づ

け

さ
れ

る

こ
と
は
間

違

い
な

い
。

地
方

の
時

代

あ

る

い
は
国
際

化

の
時
代

と

い
わ

れ

る

い
ま

北

海
道

の
北

海
道

ら

し

さ
を
発

揮
す

る

の

に
、
国
際

的

に
通

用
す

る
国
立

公
園

を
確

立

す

る

こ
と

に
勝

る

、
ど

ん
な

施
策

が
あ

る
だ

ろ
う

か
。

こ
こ
で

は
詳
述

す

る
余
裕

が

な

い
が
、

ヨセ ミテ

に
は

ア
メ
リ
カ
型

の
国
立

公
園

を
実

現

で
き

る

素

地

が
あ

る
。

い
ま

は
民
間

活
力

の
リ

ゾ
ー

ト
開
発

が
脚
光

を
あ

び

つ
つ
あ

る

が
、
リ

ゾ
ー

ト
開
発

に
連
動

し

て

「
大

雪
縦

貫
道
」

を
復

活

さ

せ
よ
う
な

ど

と
考

え

る

こ
と
は

、
観

光
的

利
用

が
自

然
保
護

に
優

先
す

る
も

の

で
あ

り
、

「
本

当

の
国

立

公

園
」

を
知

ら
な

い
貧

し

い
発

想

で
あ

る
。
本
当

の
国

立
公

園

で
は
産
業

的

開
発

は
否
定

さ
れ

る

が
、

教
育

的
、

文
化

的

で
節

度

の
あ

る
野
外

レ

ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
は
大

い
に
振

興
さ

れ

る
こ
と

は

い
う

ま
で
も

な

い
。
人

々
が
風

景

に
深
く
感

動
す

る

の
は
人

問

の
影

響
を

受

け
な

い
原
始

的

な
自

然

で
あ

る
。
そ

う

い
う
地
域

を

も

つ
こ
と

が
、
大

局

的

に
は
地
域

の
活

性
化

に

つ
な
が

る

で
あ

ろ
う

。

知

床

の
森
林

伐

採
問

題
も

、
知
床

の
自

然
を

守

っ
て
ほ
し

い
と

い
う
国

民
的

な
世
論

に
支
え

ら
れ

て
、
今
後

は
林

野
庁

の
伐

採
計

画

も
凍

結
す

る
方

向

に
あ
る

と

い
う

。

こ
れ
を
契

機

に
、
知

床

も
、
大

雪

山
も

、
阿
寒

も

、
釧
路

湿
原

も
、

そ

し

て
支
笏

湖

な

ど

の
地
域

も

、
国
際

的

に
通
用

す

る

「
本
当

の
国

立

公
園
」

と
し

て
管
理

、
運
営

さ

れ
る
方

向

へ
導

く
世

論
が

、
大

き
く
育

っ
て
ほ

し

い
も

の
で
あ

る
。

(専

修

大

学

北

海
道

短

期

大

学

教

授

)
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